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吉村尚記 ＴＡ ⽇本UNISYS
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メンバー紹介



使いやすいシステム作れてますか？
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 ⽤途で異なる「使いやすい」
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使いやすいとは

予算システム勤怠システム

正確性

記憶性

習得性

効率性



 ユーザーで異なる「使いやすい」
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使いやすいとは

従来のユーザー
ＰＣの使⽤ ＰＣの未使⽤

現在とこれからのユーザー
ＰＣの使⽤ ＰＣの未使⽤

ウェアラブル
使⽤

スマホ使⽤

ウェアラブル
未使⽤

スマホ未使⽤

ウェアラブル
使⽤

スマホ使⽤

ウェアラブル
未使⽤

スマホ未使⽤

ウェアラブル、
スマホ等の普及
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使いやすいとは

使いやすいを評価できれば

より使いやすいシステムを作れる



7

アジェンダ

⽬的

背景

検討

実証

結果

まとめ
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⽬的

システムを「より使いやすくする」

ＵＸの視点で定量的に評価

※ＵＸとは・・・システムを使ったときに
得られる経験や満⾜、感性など全体を指す⽤語

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ



機能的要素が多く、
数値化または定量評価可能
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背景｜なぜ、ＵＸなのか？

処理速度
操作性
効率性

etc

かっこいい
おもしろい
使いやすい

etc

開発者 ユーザー

感覚的要素が多く、
個々⼈により基準値が異なり
定量評価が困難

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ



 ＵＸ評価が難しい理由
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背景｜なぜ、ＵＸなのか？

• 評価⽅法が決まっていない
• 定量評価できていない
• 開発現場で活⽤できる⼿法が未確⽴

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ



 新しい試みとして
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背景｜なぜ、ＵＸなのか？

ＵＸ を定量的評価
でシステム改修

の評価項⽬決定

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ



 検討の流れ
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検討｜評価⽅法

評価項⽬の決定

評価項⽬の定量化

評価システムの決定
収集⽅法の決定

何を

どのように

どうやって

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ



 評価項⽬の選定 (1 / 2)
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検討｜評価項⽬

226語の感情語から、快適感は16種類の感情で
構成されることをつきとめた。

これはシステムにも適⽤できるのではないか？

快適感の定量評価

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ



まとめ⽬的 背景 検討 実証 結果

 評価項⽬の選定 (2 / 2)
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検討｜評価項⽬

感情 評価項⽬ 感情 評価項⽬
熱中・興味 ⇒ 興味 対⼈的好感情 ⇒ 親切
強さ ⇒ 頼りがい やる気 ⇒ 積極性
豪華さ ⇒ 充実感 ときめき ⇒ わくわく感
⾃信 ⇒ 強み 感動 ⇒ 感動
安静 ⇒ 安定性 満⾜・幸福 ⇒ 満⾜
爽快 ⇒ すっきり 親和・愛情 ⇒ 愛着
活気・陽気 ⇒ 活気 気楽・気軽 ⇒ 簡単さ
開放感 ⇒ ⾃由度 達成感 ⇒ スムーズさ

システム向けの表現に



 評価項⽬の定量化
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検討｜定量化

０ １ ２ ３
もやもや すっきり

対をなす形容詞を両極として評定尺度を
測定するSD法を⽤いて、感性の数値化を⾏う

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ



⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ

 評価の着⽬点 (1 / 2)
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検討｜定量化

⼈によって理想の感情が異なるため難しい

絶対的評価

♡ ♥♡
理想の感情とどれだけ差があるかに
着⽬する。

アプローチ⽅法

理想の感情に近づけることで、評価
を向上させる。

♥♡ ♡



⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ

 評価の着⽬点 (2 / 2)
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検討｜定量化

評価が低い⺟集団と⾼い⺟集団との差異から
相対的に分析できるのではないか？

相対的評価

♡ ♡
他⼈と⽐較してどれだけ差があるか
に着⽬する。

アプローチ⽅法

♡♡
評価の低い利⽤者の感情を、評価の
⾼い利⽤者の感情に近づける



評価が低い⺟集団と⾼い⺟集団との差異から
相対的に分析できるのではないか？

相対的評価

♡ ♡
他⼈と⽐較してどれだけ差があるか
に着⽬する。

アプローチ⽅法

♡♡
評価の低い利⽤者の感情を、評価の
⾼い利⽤者の感情に近づける

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ 18

検討｜定量化
 評価の着⽬点 (2 / 2)満⾜度＝⾼

満⾜度＝低

０ １ ２ ３

５５

４５

もやもや すっきり

満⾜度が⾼い
ユーザーの意⾒

満⾜度が低い
ユーザーの意⾒

満⾜度が⾼い
⺟集団の感情

満⾜度が低い
⺟集団の感情

満⾜度の偏差値によって
標本データを階級分けする。
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検討｜定量化
満⾜度＝⾼

満⾜度＝低

０ １ ２ ３

５５

４５

もやもや すっきり

満⾜度が⾼い
⺟集団の感情

満⾜度が低い⺟集団の感情を、
⾼い⺟集団の感情に近づけることで、
全体の満⾜度を向上させる。満⾜度が低い

⺟集団の感情



⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ

 評価のポイント
検討｜定量化

観点①と②より評価係数を算出し、
感性を定量評価する。

信頼度観点① ⇒意⾒のバラツキが⼩さいほど⾼い

影響度観点② ⇒平均の差がひらくほど⼤きい
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 評価システムの選定
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検討｜評価システム

企業向け
物流管理
検査管理
部材管理
ドキュメント管理

・メンバー全員利⽤
・通常業務でも利⽤

スケジュール管理の内、機能が成熟して
短期間で改修可能な「ぐるすけ」に決定

⼀般向け
スケジュール管理
健康管理
家計簿
ナビゲーション

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ
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検討｜評価システム

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ



⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ

収集⽅法 特徴
Webアンケート Web画⾯上で評価を実施
会場調査 説明会を実施し、その場で評価を実施
郵送調査 調査票をユーザーに配布して評価を実施
個別インタビュー インタビューにて評価を実施

 収集⽅法の選定
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検討｜収集⽅法

活動期間、メンバーの職場環境を考慮し
Webアンケートに決定
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実証｜アンケート実施

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ



25

実証｜既存システム評価

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ



優先度 ＝ 低優先度 ＝ 中

優先度 ＝ 中優先度 ＝ ⾼

26

実証｜既存システム評価①
満⾜度の影響＝⾼い

満⾜度の影響＝低い

信頼度＝⾼い 信頼度＝低い

満たされた
強み

すっきり

親切
積極的

わくわく

感動した 愛着
スムーズ

充実した
安定

活気
⾃由

頼りになる
簡単

興味

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ
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実証｜既存システム評価②

・ 統⼀感
・ メニュー構成
・ どこにいるか

・ みつけやすい
・ 使いやすい
・ 有⽤

・ 満たされた
・ 強み
・ すっきり

16の感情要素 UXのハニカム構造

WUS
Web Usability Scale

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ
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実証｜システム改修

統⼀感

• フォントサイズの統⼀

• 表形式の統⼀

• リンク形式の統⼀

• レイアウトの統⼀

• 広告の削除

メニュー構成

• メニューグループ分け

• マウスオーバーで説明

• 確認画⾯での出⽋登録

• ユーザメニューの廃⽌

どこにいるか

• パンくずリストの作成

• 画⾯名の明⽰

• ウインドウタイトルの
設定

３つの観点をヒントに改修内容を検討

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ
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実証｜システム改修

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ
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結果｜評価・分析実施①

項⽬ アンケート1回⽬ アンケート2回⽬ 差
すっきり 1.496 1.682 ＋0.186
強みがある 1.120 1.273 ＋0.153
満たされた 1.297 1.409 ＋0.112
： ： ： ：
満⾜度 56.744 60.864 ＋4.120

 全体平均の結果

・改修対象としていた感情の平均点が全て向上した
・満⾜度が約10%増加した

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ



⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ 31

結果｜評価・分析実施②

０ １ ２ ３
もやもや すっきり

０ １ ２ ３
満たされない 満たされた

０ １ ２ ３
強みがない 強みがある

満⾜度の⾼い⺟集団

満⾜度の低い⺟集団

満⾜度の低い⺟集団の感情を、
満⾜度の⾼い⺟集団の感情に近づけることができた

0.452UP

0.257UP

0.467UP

 満⾜度毎の結果



・アンケート項⽬が多い
・システム評価期間が短い
・システム改修内容の決定⽅法が未確⽴
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考察
Keep（良かったこと）
・感情要素の定量評価
・改善すべき感情の選定⽅法確⽴
・狙った感情の満⾜度向上
・システム全体の満⾜度底上げ
Problem（反省すべきこと）

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ



・アンケート項⽬の絞込
・回答者数の増加
・システム評価の⻑期化
・快適感以外の感情での

評価／分析
・記名アンケート実施
・システム改修内容決定

までのプロセス検討
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考察

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ

Try（試したいこと）
効率性 正確性

汎⽤性

企業での実⽤化

向上



システムをより使いやすくできる！
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まとめ

ＵＸの視点で定量的に評価

⽬的 背景 検討 実証 結果 まとめ


